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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体機器に着脱可能で前記本体機器に使用される消耗品を収納するカートリッジと、
　前記カートリッジに取付けられた識別データ記憶媒体と、
　前記本体機器に設けられ、前記識別データ記憶媒体と非接触で交信可能な読書き部と、
　前記読書き部に接続され、前記読書き部が前記識別データ記憶媒体から得た情報によっ
て前記カートリッジが適正に使用されているかどうかを判断する制御部とを有する画像形
成装置において、
　前記カートリッジは、
　製造時に共通コードとシリアル番号からなる識別データが記憶され後からの書込みが不
可能なＲＯＭと前記識別データを非接触で伝送する通信部からなる第１の識別データ記憶
媒体と第２の識別データ記憶媒体を備え、
　前記本体機器は、
　前記本体機器で使用できる前記共通コードを記憶しておくＩＤ記憶メモリ１と、前記カ
ートリッジから読取った識別データ記憶媒体の識別データを記憶するＩＤ記憶メモリ２を
備え、
　前記制御部は、
　前記本体機器に装着された前記カートリッジの第１と第２の識別データ記憶媒体の識別
データが前記読書き部によって読取れ、前記第１と第２の識別データ記憶媒体の前記共通
コードと前記ＩＤ記憶メモリ１に記憶してある共通コードとが一致した場合は、読取った
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前記第１の識別データ記憶媒体の識別データを前記ＩＤ記憶メモリ２に記憶すると共に前
記読書き部は前記第２の識別データ記憶媒体を前記読書き部と交信ができないように破壊
して記録動作を許可し、
　前記第１の識別データ記憶媒体の識別データが読取れ前記第２の識別データ記憶媒体の
識別データが読取れない場合は、読取った前記第１の識別データ記憶媒体の識別データと
前記ＩＤ記憶メモリ２に記憶されている前記第１の識別データ記憶媒体の識別データとを
比較して一致した場合は記録動作を許可し、一致しない場合は記録動作を許可せず純正品
でないことを表示し、
　前記第１の識別データ記憶媒体の識別データが読取れない場合と、前記第１と第２の識
別データ記憶媒体の識別データが読取れ、前記第１と第２の識別データ記憶媒体の共通コ
ードと前記ＩＤ記憶メモリ１の共通コードが一致しない場合は記録動作を許可せず純正品
でないことを表示するようにしたことを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はリサイクルで再生された交換部品が適正に使用されているかどうかを検出する交
換部品識別システムであって、特に、プリンタ、複写機の画像形成材を内蔵したカートリ
ッジが純正かどうかを識別すための交換部品識別システムおよびそれを適用した画像形成
装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
消耗品および消耗品を内蔵する交換部品に純正品以外の模倣品が使用された場合、適正な
性能が得られないばかりでなく、装置の故障等の重大な事故を引き起こす問題がある。こ
のような交換部品識別システムの従来技術として、特開平６―１４９０５１号公報、特開
平１０―６９１３９号公報および特開平１０―１３３５２８号公報が開示されている。
【０００３】
これらは複写機、プリンタに使用するトナーやインクの消耗材を内蔵したトナーカートリ
ッジやインクカートリッジに、半導体メモリを用いたデータキャリアを取り付けて識別デ
ータを比較し純正かどうかを判定する識別装置を用いている。これらの識別装置では半導
体メモリに識別コード、使用回数、再利用回数および消耗材の消費量などを記録し、識別
コードが一致するか、記録回数、再利用回数が設定値以上であるか、消耗材の量が増加し
てないかを検知し、模倣品か純正品かを識別している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、これらの従来技術における半導体メモリに記憶した識別コードによる判別
では、模倣した消耗材を詰替えたリサイクル品が供給された場合、データキャリアを取り
付けたカートリッジは純正品であるため模倣品を判別できない問題がある。また、半導体
メモリを破壊し再利用できないようにしているが、破壊命令がユーザの指示によって行な
われるため、破壊もれが生じ模倣した消耗材を詰替えたリサイクル品が供給される問題が
ある。
【０００５】
また、使用回数、再利用回数、消耗材レベルを記憶しているが書き換え可能な半導体メモ
リを使用しているため、また、市販の半導体メモリが使用できるためデータの改ざんが可
能であり不正使用を検知できない問題がある。また、従来は、データキャリアにデータを
書込み可能なタイプの半導体メモリを用いているため、コストが高く実用化できない問題
があった。
【０００６】
本発明は上記問題点に鑑みなされたもので、リサイクル品などの模倣交換部品の不正使用
を検知し排除できる低コストで高精度な交換部品識別システムを提供することを目的とす
る。また、このシステムを適用した画像形成装置を提供することを目的とする。
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【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は、本体機器に着脱可能で前記本体機器に使用され
る消耗品を収納するカートリッジと、前記カートリッジに取付けられた識別データ記憶媒
体と、前記本体機器に設けられ、前記識別データ記憶媒体と非接触で交信可能な読書き部
と、前記読書き部に接続され、前記読書き部が前記識別データ記憶媒体から得た情報によ
って前記カートリッジが適正に使用されているかどうかを判断する制御部とを有する画像
形成装置において、前記カートリッジは、製造時に共通コードとシリアル番号からなる識
別データが記憶され後からの書込みが不可能なＲＯＭと前記識別データを非接触で伝送す
る通信部からなる第１の識別データ記憶媒体と第２の識別データ記憶媒体を備え、前記本
体機器は、前記本体機器で使用できる前記共通コードを記憶しておくＩＤ記憶メモリ１と
、前記カートリッジから読取った識別データ記憶媒体の識別データを記憶するＩＤ記憶メ
モリ２を備え、前記制御部は、前記本体機器に装着された前記カートリッジの第１と第２
の識別データ記憶媒体の識別データが前記読書き部によって読取れ、前記第１と第２の識
別データ記憶媒体の前記共通コードと前記ＩＤ記憶メモリ１に記憶してある共通コードと
が一致した場合は、読取った前記第１の識別データ記憶媒体の識別データを前記ＩＤ記憶
メモリ２に記憶すると共に前記読書き部は前記第２の識別データ記憶媒体を前記読書き部
と交信ができないように破壊して記録動作を許可し、前記第１の識別データ記憶媒体の識
別データが読取れ前記第２の識別データ記憶媒体の識別データが読取れない場合は、読取
った前記第１の識別データ記憶媒体の識別データと前記ＩＤ記憶メモリ２に記憶されてい
る前記第１の識別データ記憶媒体の識別データとを比較して一致した場合は記録動作を許
可し、一致しない場合は記録動作を許可せず純正品でないことを表示し、前記第１の識別
データ記憶媒体の識別データが読取れない場合と、前記第１と第２の識別データ記憶媒体
の識別データが読取れ、前記第１と第２の識別データ記憶媒体の共通コードと前記ＩＤ記
憶メモリ１の共通コードが一致しない場合は記録動作を許可せず純正品でないことを表示
するようにしたものである。
【００１７】
【発明の実施の形態】
図１は本発明の消耗品を格納する交換部品及びその交換部品を使用する画像形成装置の一
実施例である電子写真方式プリンタ、電子写真方式複写機などの記録装置に使用するトナ
ーカートリッジ純正部品識別システムの一実施例を示す。本発明はトナーカートリッジに
装着された記憶手段に記憶されているＩＤ番号とトナーレベルおよび記録回数を読取り、
これらを照合する手段により、純正トナーカートリッジであるか模倣トナーカートリッジ
であるかを判別し、純正トナーカートリッジのみを使用できるようにしたトナーカートリ
ッジ純正部品識別システムである。
【００１８】
図１のトナーカートリッジ純正部品識別システムについて説明する。１の電子写真方式プ
リンタ、電子写真方式複写機などの記録装置と、２の電子写真方式でトナー画像を形成す
る感光体と、３のＩＤ番号、履歴データ、トナーレベルおよび記録回数などを記憶する記
憶手段を装着したトナーカートリッジと、４の無線ＩＤチップ（ＲＦＩＤと呼ばれる無線
データキャリア）などの記憶手段を設けたＩＤ基板と、５、６、７、８の無線ＩＤチップ
と、９のトナーを感光体に転写する現像ロールと、１０のトナーと、１１、１２の透過型
光センサでトナー量を検出するトナーレベルセンサと、１３のトナー量を電気信号に変換
するトナーレベル検知部と、１４の無線ＩＤチップ７、８のＩＤ番号、履歴データを読出
す機能と書込む機能及びＩＤ番号、履歴データを読取れなくする機能などを備えたトナー
レベル記憶読出し部と、１５の無線ＩＤチップ５、６のＩＤ番号、履歴データを読出す機
能と書込む機能及びＩＤ番号、履歴データを読取れなくする機能などを備えたＩＤ記憶読
取り部と、１６のトナーレベル検知部１３とトナーレベル記憶読出し部１４とＩＤ記憶読
取り部１５とＩＤ記憶部１７とＩＤ管理センタ２１と表示部１８への信号の入出力制御と
、記録回数の計数機能と、トナーカートリッジが純正品かどうかを判定する機能および本
記録装置の動作等を制御する制御部と、１７のＩＤ管理センタ２１に登録したトナーカー
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トリッジＩＤ番号の記憶と使用されたトナーカートリッジＩＤ番号の記憶と記録回数の記
憶およびトナーレベルを記憶しておくＩＤ記憶部と、１８の装着されたトナーカートリッ
ジが純正か否かを表示する表示部と、１９の電話回線、データ通信回線などの通信回線と
、２０の純正トナーカートリッジの製造および再利用トナーカートリッジのトナー詰替え
およびＩＤ基板４の更新を行うトナーカートリッジ製造および再生部と、２１の販売され
るトナーカートリッジＩＤ番号と記録装置番号と記録装置で使用されたトナーカートリッ
ジＩＤ番号と記録回数の記憶とトナーレベルの記憶および記録装置からの要求によってＩ
Ｄ番号の照合を行うＩＤ管理センタと、２２のトナーカートリッジの供給と再生ルートと
、２３のＩＤ番号を記憶したＩＣカードと、２４のＩＣカードの供給ルート、から構成さ
れる。
【００１９】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第一のシステム構成を図１を用いて説
明する。構成は、無線ＩＤチップ５を設けたＩＤ基板４を装着したトナーカートリッジ３
と、ＩＤ番号を記憶した識別記憶部と履歴データを記憶する履歴記憶部からなる無線ＩＤ
チップ５と、ＩＤ番号と履歴データを読出す機能と履歴データを書込む機能からなるＩＤ
記憶読取り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部１８、からなる。また、
ＩＤ番号は全素子で共通なファミリーコードと素子ごとに異なるシリアル番号からなる。
また、履歴データは全素子に共通な新規コードと使用済みコードからなる。
【００２０】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５に記憶されているＩＤ番号Ｓと履歴データＲを読取る。読取ったＩＤ番号Ｓ
と履歴データＲを制御部１６に出力する。以下、動作を説明する。
【００２１】
（１）新規使用時の動作
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読取れて、
ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているファミリーコードとが一致する場合であっ
て、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号とを比較し、一致しない場合
であって、履歴データＲとＩＤ記憶部１７に登録されている履歴データとを比較し、新規
コードの場合は、ＩＤ記憶部１７にＩＤ番号Ｓを記憶し、装着されたトナーカートリッジ
３が一度使用されたことを記憶する。また、ＩＤ記憶読取り部１５により無線ＩＤチップ
５の履歴記憶部に使用済みコードを記憶する。これにより、装着されたトナーカートリッ
ジ３が一度使用されたことを記憶する。そして、記録装置１は記録動作に入る。
【００２２】
（２）一度使用したトナーカートリッジを別の装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読取れて、ＩＤ番号ＳとＩＤ
記憶部１７に登録されているファミリーコードとが一致する場合であって、ＩＤ番号Ｓと
ＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号とを比較し、一致しない場合であって、履歴デ
ータＲとＩＤ記憶部１７に登録されている履歴データとを比較し、使用済みコードの場合
は、他のプリンタで一度使用されたトナーカートリッジであるため、記録装置１の記録動
作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を表示する。
【００２３】
（３）一度使用したトナーカートリッジを同じ装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読取れて、ＩＤ番号ＳとＩＤ
記憶部１７に登録されているＩＤ番号とを比較し、一致する場合であって、履歴データＲ
とＩＤ記憶部１７に登録されている履歴データとを比較し、使用済みコードの場合は、記
録動作を開始する。
【００２４】
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓや履歴データＲが読取れない場合、ファミリー
コードが一致しない場合及び履歴データＲが新規コード、使用済みコード以外の場合は、
純正以外のトナーカートリッジであると判断し、記録装置１は記録動作を停止して、表示
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部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を表示する。
【００２５】
なお、上記システムの無線ＩＤチップのＩＤ番号は素子ごとに一つ一つ異なるシリアル番
号で構成することもできる。この場合の上記システムはファミリーコードの判定を省略し
た構成にする。
【００２６】
また、上記システムの無線ＩＤチップは改ざんが出来ないようにＩＤ番号を記憶するＲＯ
Ｍと履歴データを記憶する追記型の不揮発性メモリからなる無線ＩＤチップが好適であ
る。
【００２７】
本発明によれば、トナーカートリッジ３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供
給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ
基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【００２８】
また、無線ＩＤチップ５にトナーカートリッジが一度使用されたことを記憶するため、Ｉ
Ｄ基板４を更新せずに、模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリッ
ジの使用を排除できる効果がある。
【００２９】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第二のシステム構成を図１を用いて説
明する。構成は、無線ＩＤチップ５を設けたＩＤ基板４を装着したトナーカートリッジ３
と、ＩＤ番号を記憶した識別記憶部と履歴データを記憶した履歴記憶部と履歴データの読
み出しを停止する制御フラッグを記憶する制御記憶部からなる無線ＩＤチップ５と、ＩＤ
番号と履歴データを読出す機能と履歴データの読み出しを停止するコードを出力する機能
からなるＩＤ記憶読取り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部１８、から
なる。また、ＩＤ番号は全素子で共通なファミリーコードと素子ごとに異なるシリアル番
号からなる。また、履歴データは全ての無線ＩＤチップに共通なコードであって、無線Ｉ
Ｄチップに読み出しを停止するコードが入力されると停止フラッグが制御記憶部に記憶さ
れ、その後の、履歴データの読み出しが停止できる。
【００３０】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５に記憶されているＩＤ番号Ｓと履歴データＲを読取る。読取ったＩＤ番号Ｓ
と履歴データＲを制御部１６に出力する。以下、動作を説明する。
【００３１】
（１）新規使用時の動作
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読取れて、
ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているファミリーコードとが一致する場合であっ
て、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号とを比較し、一致しない場合
であって、履歴データＲとＩＤ記憶部１７に登録されている履歴データとを比較し、一致
する場合は、ＩＤ記憶部１７にＩＤ番号Ｓを記憶し、装着されたトナーカートリッジ３が
一度使用されたことを記憶する。また、ＩＤ記憶読取り部１５により履歴データが読み出
せないように無線ＩＤチップ５に履歴データの読み出しを停止するコードを出力し、停止
フラッグを制御記憶部に記憶する。これにより、装着されたトナーカートリッジ３が一度
使用されたことを記憶する。そして、記録装置１は記録動作に入る。
【００３２】
（２）一度使用したトナーカートリッジを別の装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓが読取れて、ＩＤ記憶部１７に登録されている
ファミリーコードとが一致する場合であって、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されて
いるＩＤ番号とを比較し、一致しない場合であって、履歴データＲが読取れない場合は、
記録装置１の記録動作を停止して、他のプリンタで一度使用されたトナーカートリッジで
あるため、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を表示する。
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【００３３】
（３）一度使用したトナーカートリッジを同じ装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓが読取れて、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登
録されているＩＤ番号とを比較し、一致する場合であって、履歴データＲが読み取れない
場合は、記録動作を開始する。
【００３４】
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓが読取れない場合とファミリーコードが一致し
ない場合及び履歴データ以外のコードの場合は、純正以外のトナーカートリッジであると
判断し、記録装置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外
の警告を表示する。
【００３５】
なお、上記システムの無線ＩＤチップのＩＤ番号は素子ごとに一つ一つ異なるシリアル番
号で構成することもできる。この場合の上記システムはファミリーコードの判定を省略し
た構成にする。
【００３６】
また、上記システムの無線ＩＤチップは改ざんが出来ないようにＩＤ番号と履歴データを
記憶するＲＯＭと停止フラッグを記憶する追記型の不揮発性メモリからなる無線ＩＤチッ
プが好適である。
【００３７】
本発明によれば、トナーカートリッジ３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供
給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ
基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【００３８】
また、無線ＩＤチップ５にトナーカートリッジが一度使用されたことを記憶するため、Ｉ
Ｄ基板４を更新せずに、模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリッ
ジの使用を排除できる効果がある。
【００３９】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第三のシステム構成を図１を用いて説
明する。構成は、複数の無線ＩＤチップ５、６を設けたＩＤ基板４を装着したトナーカー
トリッジ３と、ＩＤ番号を記憶した識別記憶部からなる無線ＩＤチップ５、６と、ＩＤ番
号を読取る機能とＩＤ番号が読出せないように無線ＩＤチップを電気的または機械的に破
壊する機能からなるＩＤ記憶読取り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部
１８、からなる。無線ＩＤチップ５、６のＩＤ番号は全素子で共通なファミリーコードと
素子ごとに異なるシリアル番号で構成される。
【００４０】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５、６に記憶されているＩＤ番号Ｓ、Ｘを読取る。読取ったＩＤ番号Ｓ、Ｘを
制御部１６に出力する。以下、動作を説明する。
【００４１】
（１）新規使用時の動作
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓ、Ｘが読取れて、ＩＤ番号Ｓ
、ＸとＩＤ記憶部１７に記憶してあるファミリーコードとが一致する場合であって、ＩＤ
番号ＳとＩＤ記憶部１７に記憶してあるＩＤ番号とを比較し、一致しない場合は、ＩＤ記
憶部１７にＩＤ番号Ｓを記憶し、装着されたトナーカートリッジ３が一度使用されたこと
を記憶する。また、ＩＤ記憶読取り部１５によりＩＤ番号Ｘが読出せないように無線ＩＤ
チップ６を電気的または機械的に破壊する。これにより、装着されたトナーカートリッジ
３が一度使用されたことを記憶する。そして、記録装置１は記録動作に入る。
【００４２】
（２）一度使用したトナーカートリッジを別の装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓが読取れて、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に記



(7) JP 4690532 B2 2011.6.1

10

20

30

40

50

憶してあるファミリーコードとが一致する場合であって、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に
記憶してあるＩＤ番号とを比較し、一致しない場合であって、ＩＤ番号Ｘが読取れない場
合は、記録装置１は記録動作を停止して、他のプリンタで一度使用されたトナーカートリ
ッジであるため、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を表示する。
【００４３】
（３）一度使用したトナーカートリッジを同じ装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓが読取れて、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に記
憶してあるＩＤ番号とを比較し、一致する場合であって、ＩＤ番号Ｘが読取れない場合は
、記録動作を開始する。
【００４４】
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓが読取れない場合又はＩＤ番号Ｓ、Ｘのファミ
リーコードが一致しない場合は、純正以外のトナーカートリッジであると判断し、記録装
置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を表示す
る。
【００４５】
なお、上記システムの無線ＩＤチップのＩＤ番号は素子ごとに一つ一つ異なるシリアル番
号で構成することもできる。この場合の上記システムはファミリーコードの判定を省略し
た構成にする。
【００４６】
また、上記システムの無線ＩＤチップはＩＤ番号をＲＯＭに記憶する無線ＩＤチップを使
用するのが好適である。
【００４７】
本発明によれば、トナーカートリッジ３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供
給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ
基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【００４８】
また、無線ＩＤチップ６でトナーカートリッジが一度使用したことを記憶しておくため、
ＩＤ基板４を更新せずに、模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリ
ッジの使用を排除できる効果がある。
【００４９】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第四のシステム構成を図１を用いて説
明する。構成は、複数の無線ＩＤチップ５、６を設けたＩＤ基板４を装着したトナーカー
トリッジ３と、ＩＤ番号を記憶した識別記憶部からなる無線ＩＤチップ５と、ＩＤ番号を
記憶した識別記憶部とＩＤ番号の読み出しを停止する制御フラッグを記憶する制御記憶部
からなる無線ＩＤチップ６と、ＩＤ番号を読み出す機能とＩＤ番号の読み出しを停止する
コードを出力する機能からなるＩＤ記憶読取り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７
と、表示部１８、からなる。無線ＩＤチップ５、６のＩＤ番号は全素子で共通なファミリ
ーコードと素子ごとに異なるシリアル番号で構成される。
【００５０】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５、６に記憶されているＩＤ番号Ｓ、Ｘを読取る。読取ったＩＤ番号Ｓ、Ｘを
制御部１６に出力する。以下、動作を説明する。
【００５１】
（１）新規使用時の動作
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓ、Ｘが読取れて、ＩＤ番号Ｓ
、ＸとＩＤ記憶部１７に記憶してあるファミリーコードとが一致する場合、ＩＤ番号Ｓと
ＩＤ記憶部１７に記憶してあるＩＤ番号とを比較し、一致しない場合は、ＩＤ記憶部１７
にＩＤ番号Ｓを記憶し、装着されたトナーカートリッジ３が一度使用されたことを記憶す
る。また、ＩＤ記憶読取り部１５によりＩＤ番号Ｘが読出せないように無線ＩＤチップ６
にＩＤ番号の読み出しを停止するコードを出力し、停止フラッグを制御記憶部に記憶する
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。これにより、装着されたトナーカートリッジ３が一度使用されたことを記憶する。そし
て、記録装置１は記録動作に入る。
【００５２】
（２）一度使用したトナーカートリッジを別の装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓが読取れて、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に記
憶してあるファミリーコードとが一致する場合、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に記憶して
あるＩＤ番号とを比較し、一致しない場合であって、ＩＤ番号Ｘが読取れない場合は、記
録装置１は記録動作を停止して、他のプリンタで一度使用されたトナーカートリッジであ
るため、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を表示する。
【００５３】
（３）一度使用したトナーカートリッジを同じ装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓが読取れて、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に記
憶してあるＩＤ番号とを比較し、一致する場合であって、ＩＤ番号Ｘが読取れない場合は
、記録動作を開始する。
【００５４】
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓが読取れない場合又はＩＤ番号Ｓ、Ｘのファミ
リーコードが一致しない場合は、純正以外のトナーカートリッジであると判断し、記録装
置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を表示す
る。
【００５５】
なお、上記システムの無線ＩＤチップのＩＤ番号は素子ごとに一つ一つ異なるシリアル番
号で構成することもできる。この場合の上記システムはファミリーコードの判定を省略し
た構成にする。
【００５６】
また、上記システムの無線ＩＤチップはＩＤ番号をＲＯＭに記憶し、停止フラッグを追記
型の不揮発性メモリに記憶する無線ＩＤチップを使用するのが好適である。
【００５７】
本発明によれば、トナーカートリッジ３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供
給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ
基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【００５８】
また、無線ＩＤチップ６でトナーカートリッジが一度使用したことを記憶しておくため、
ＩＤ基板４を更新せずに、模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリ
ッジの使用を排除できる効果がある。
【００５９】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第五のシステム構成を図１を用いて説
明する。構成は、無線ＩＤチップ５を設けたＩＤ基板４を装着したトナーカートリッジ３
と、ＩＤ番号を記憶した識別記憶部と履歴データを記憶する履歴記憶部からなる無線ＩＤ
チップ５と、ＩＤ番号と履歴データを読出す機能と履歴データを書込む機能からなるＩＤ
記憶読取り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部１８、からなる。また、
ＩＤ番号は全素子で共通なファミリーコードと素子ごとに異なるシリアル番号からなる。
また、ＩＤ記憶読取り部１５によって履歴データは記録回数がＮ１を越えたならばＮ１コ
ード、Ｎ２を越えたならばＮ２コードが書き込まれ記憶される。なお、出荷時は記録回数
が零のＮ０コードが書込まれている。
【００６０】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５に記憶されているＩＤ番号Ｓと履歴データＲを読取る。読取ったＩＤ番号Ｓ
と履歴データＲを制御部１６に出力する。また、制御部１６で記録回数を計数する。以下
、その動作を説明する。
【００６１】
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（１）新規使用時の動作
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読み取れて
、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているファミリーコードとが一致する場合、Ｉ
Ｄ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号とを比較し、一致しない場合は、Ｉ
Ｄ記憶部１７にＩＤ番号Ｓを記憶し、記録装置１の記録動作を開始する。そして、読み取
った履歴データＲの記録回数を初期値として記録回数を計数しＩＤ記憶部１７にＩＤ番号
Ｓに対応させて記憶する。そして、記録回数が設定値Ｎ１，Ｎ２を超えたならば、ＩＤ記
憶読取り部１５により無線ＩＤチップ５にＮ１コード、Ｎ２コードを出力し履歴記憶部に
記憶する。なお、記録回数がＮ２になったならば、記録動作を停止し、表示部１８にトナ
ーカートリッジ純正以外の警告および交換時期の警告を表示する。
【００６２】
（２）一度使用したトナーカートリッジを同じ装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読み取れて、ＩＤ番号ＳとＩ
Ｄ記憶部１７に登録されているＩＤ番号とを比較し、一致する場合は、記録装置１の記録
動作を開始する。そして、読み取った履歴データＲの記録回数とＩＤ記憶部１７のＩＤ番
号Ｓに対応させて記憶されている記録回数を比較し、大きい方を初期値として記録回数を
計数しＩＤ記憶部１７にＩＤ番号Ｓに対応させて記憶する。そして、記録回数が設定値Ｎ
１，Ｎ２を超えたならば、ＩＤ記憶読取り部１５により無線ＩＤチップ５にＮ１コード、
Ｎ２コードを出力し履歴記憶部に記憶する。なお、記録回数がＮ２になったならば、記録
動作を停止し、表示部１８にトナーカートリッジ純正以外の警告および交換時期の警告を
表示する。
【００６３】
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓのファミリーコードが一致しない場合及び読取
れない場合は、純正以外のトナーカートリッジであると判断し、記録装置１は記録動作を
停止して、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を表示する。
【００６４】
なお、上記システムの無線ＩＤチップのＩＤ番号は素子ごとに一つ一つ異なるシリアル番
号で構成することもできる。この場合の上記システムはファミリーコードの判定を省略し
た構成にする。
【００６５】
また、上記システムの無線ＩＤチップは改ざんが出来ないようにＩＤ番号を記憶するＲＯ
Ｍと履歴データを記憶する追記型の不揮発性メモリからなる無線ＩＤチップが好適である
。
【００６６】
本発明によれば、トナーカートリッジ３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供
給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ
基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【００６７】
また、無線ＩＤチップ５で記録回数を記憶しているので、必ず設定した記録回数を検知で
き、一度使用したカートリッジを他の記録装置で使用できる効果と模倣トナーを詰替え再
供給された純正品以外のトナーカートリッジの使用を排除できる効果がある。
【００６８】
また、記録回数Ｎ２を許容記録回数の１.５倍以上に設定しておけば、画像の種類による
トナー消費量の変動で記録停止までの記録回数が早くなる問題を解決できる効果がある。
【００６９】
また、他の実施例として、記録回数がＮ２になってから、さらに、Ｎ３の記録回数後に記
録を停止するように構成する。例えば、記録回数Ｎ２を許容記録回数にセットし、Ｎ３を
許容記録回数の１/２にセットすれば画像の種類によるトナー消費量の変動で記録停止ま
での記録回数が早くなる問題を解決できる効果がある。
【００７０】
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なお、上記システムでは記録回数がＮ１とＮ２であったが、記録回数の設定をさらに増や
すこともできる。これにより、トナーが空になった時点をより正確に求められる効果があ
る。さらに、模倣トナーの補充等の不正操作をより細かく管理できる効果がある。
【００７１】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第六のシステム構成を図１を用いて説
明する。構成は、無線ＩＤチップ５を設けたＩＤ基板４を装着したトナーカートリッジ３
と、ＩＤ番号を記憶した識別記憶部と履歴データを記憶した履歴記憶部と履歴データの読
み出しを選択する制御フラッグを記憶する制御記憶部からなる無線ＩＤチップ５と、ＩＤ
番号と履歴データを読出す機能と履歴データの読み出しを選択するコードを出力する機能
からなるＩＤ記憶読取り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部１８、から
なる。また、ＩＤ番号は全素子で共通なファミリーコードと素子ごとに異なるシリアル番
号からなる。また、履歴データは記録回数を示し、全ての無線ＩＤチップに共通なコード
である。ＩＤ記憶読取り部１５は記録回数がＮ１、Ｎ２を越えたならば、履歴データの読
み出しを選択するコードを出力し、制御記憶部に選択フラッグを記憶する。履歴記憶部は
選択フラッグによって、記録回数がＮ１に対応するＮ１コードと、Ｎ２に対応するＮ２コ
ードを出力する。また、出荷時は記録回数が零のＮ０コードを出力する。
【００７２】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５に記憶されているＩＤ番号Ｓと履歴データＲを読取る。読取ったＩＤ番号Ｓ
と履歴データＲを制御部１６に出力する。また、制御部１６で記録回数を計数する。以下
、その動作を説明する。
【００７３】
（１）新規使用時の動作
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読み取れて
、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているファミリーコードとが一致する場合であ
って、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号とを比較し、一致しない場
合は、ＩＤ記憶部１７にＩＤ番号Ｓを記憶し、記録装置１の記録動作を開始する。そして
、読み取った履歴データＲの記録回数を初期値として記録回数を計数しＩＤ記憶部１７に
ＩＤ番号Ｓに対応させて記憶する。そして、記録回数が設定値Ｎ１，Ｎ２を超えたならば
、ＩＤ記憶読取り部１５により無線ＩＤチップ５に履歴データの読み出しを選択するコー
ドを出力し、制御記憶部に選択フラッグを記憶する。なお、記録回数がＮ２になったなら
ば、記録動作を停止し、表示部１８にトナーカートリッジ純正以外の警告および交換時期
の警告を表示する。
【００７４】
（２）一度使用したトナーカートリッジを同じ装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読み取れて、ＩＤ番号ＳとＩ
Ｄ記憶部１７に登録されているＩＤ番号とを比較し、一致する場合は、記録装置１の記録
動作を開始する。そして、読み取った履歴データＲの記録回数とＩＤ記憶部１７のＩＤ番
号Ｓに対応させて記憶されている記録回数を比較し、大きい方を初期値として記録回数を
計数しＩＤ記憶部１７にＩＤ番号Ｓに対応させて記憶する。そして、記録回数が設定値Ｎ
１，Ｎ２を超えたならば、ＩＤ記憶読取り部１５により無線ＩＤチップ５に履歴データの
読み出しを選択するコードを出力し、制御記憶部に選択フラッグを記憶する。なお、記録
回数がＮ２になったならば、記録動作を停止し、表示部１８にトナーカートリッジ純正以
外の警告および交換時期の警告を表示する。
【００７５】
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳがＩＤ記憶部１７に登録されているトナーカー
トリッジＩＤ番号のファミリーコードと比較し、一致しない場合及び読取れない場合は、
純正以外のトナーカートリッジであると判断し、記録装置１は記録動作を停止して、表示
部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を表示する。
【００７６】



(11) JP 4690532 B2 2011.6.1

10

20

30

40

50

なお、上記システムの無線ＩＤチップのＩＤ番号は素子ごとに一つ一つ異なるシリアル番
号で構成することもできる。この場合の上記システムはファミリーコードの判定を省略し
た構成にする。
【００７７】
また、上記システムの無線ＩＤチップは改ざんが出来ないようにＩＤ番号と履歴データを
記憶するＲＯＭと停止フラッグを記憶する追記型の不揮発性メモリからなる無線ＩＤチッ
プが好適である。
【００７８】
本発明によれば、トナーカートリッジ３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供
給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ
基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【００７９】
また、無線ＩＤチップ５で記録回数を記憶しているので、一度使用したカートリッジを他
の記録装置で使用できる効果と模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカー
トリッジの使用を排除できる効果がある。
【００８０】
また、記録回数Ｎ２を許容記録回数の１.５倍以上に設定しておけば、画像の種類による
トナー消費量の変動で記録停止までの記録回数が早くなる問題を解決できる。
【００８１】
また、他の実施例として、記録回数がＮ２になってから、さらに、Ｎ３の記録回数後に記
録を停止するように構成する。例えば、記録回数Ｎ２を許容記録回数にセットし、Ｎ３を
許容記録回数の１/２にセットすれば画像の種類によるトナー消費量の変動で記録停止ま
での記録回数が早くなる問題を解決できる効果がある。
【００８２】
なお、上記システムでは記録回数がＮ１とＮ２であったが、記録回数の設定をさらに増や
すこともできる。これにより、トナーが空になった時点をより正確に求められる効果があ
る。さらに、模倣トナーの補充等の不正操作をより細かく管理できる効果がある。
【００８３】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第七のシステム構成を図１を用いて説
明する。構成は、複数の無線ＩＤチップ５、７、８を設けたＩＤ基板４を装着したトナー
カートリッジ３と、ＩＤ番号を記憶した識別記憶部からなる無線ＩＤチップ５、７、８と
、ＩＤ番号を読取る機能とＩＤ番号が読出せないように無線ＩＤチップを電気的または機
械的に破壊する機能からなるＩＤ記憶読取り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と
、表示部１８、からなる。無線ＩＤチップ５、７、８のＩＤ番号は全素子で共通なファミ
リーコードと素子ごとに異なるシリアル番号で構成される。なお、無線ＩＤチップ７、８
は記録回数を示し、両方のＩＤ番号が読取れる場合は記録回数が零、一つのみ読取れる場
合は記録回数がＮ１、両方読取れない場合はＮ２とする。
【００８４】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５、７、８に記憶されているＩＤ番号Ｓ、Ｙ、Ｚを読取る。読取ったＩＤ番号
Ｓ、Ｙ、Ｚを制御部１６に出力する。また、制御部１６で記録回数を計数する。以下、そ
の動作を説明する。
【００８５】
（１）新規使用時の動作
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＹ又はＺが読取れて、ＩＤ
番号ＳとＹ又はＺとＩＤ記憶部１７に記憶してあるファミリーコードとが一致する場合、
ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に記憶してあるＩＤ番号とを比較し、一致しない場合は、Ｉ
Ｄ記憶部１７にＩＤ番号Ｓを記憶し、記録装置１の記録動作を開始する。そして、読み取
ったＩＤ番号Ｙ、Ｚの記録回数を初期値として記録回数を計数しＩＤ記憶部１７にＩＤ番
号Ｓに対応させて記憶する。そして、記録回数が設定値Ｎ１，Ｎ２を超えたならば、ＩＤ
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記憶読取り部１５によりＩＤ番号Ｙ、Ｚが読出せないように無線ＩＤチップ７、８を電気
的または機械的に破壊する。なお、記録回数がＮ２になったならば、記録動作を停止し、
表示部１８にトナーカートリッジ純正以外の警告および交換時期の警告を表示する。
【００８６】
（２）一度使用したトナーカートリッジを同じ装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＹ又はＺが読み取れて、ＩＤ番号ＳとＹ又は
ＺとＩＤ記憶部１７に記憶してあるファミリーコードとが一致する場合であって、ＩＤ番
号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号とを比較し、一致する場合は、記録装置
１の記録動作を開始する。そして、読み取ったＩＤ番号Ｙ、Ｚの記録回数とＩＤ記憶部１
７のＩＤ番号Ｓに対応させて記憶されている記録回数を比較し、大きい方を初期値として
記録回数を計数しＩＤ記憶部１７にＩＤ番号Ｓに対応させて記憶する。そして、記録回数
が設定値Ｎ１，Ｎ２を超えたならば、ＩＤ記憶読取り部１５によりＩＤ番号Ｙ、Ｚが読出
せないように無線ＩＤチップ７、８を電気的または機械的に破壊する。なお、記録回数が
Ｎ２になったならば、記録動作を停止し、表示部１８にトナーカートリッジ純正以外の警
告および交換時期の警告を表示する。
【００８７】
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓ、Ｙ、ＺがＩＤ記憶部１７に登録されているト
ナーカートリッジＩＤ番号のファミリーコードと比較し、一致しない場合とＩＤ番号Ｓが
読取れない場合及びＩＤ番号Ｙ、Ｚが読取れない場合は、純正以外のトナーカートリッジ
であると判断し、記録装置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ純
正品以外の警告を表示する。
【００８８】
なお、上記システムの無線ＩＤチップのＩＤ番号は素子ごとに一つ一つ異なるシリアル番
号で構成することもできる。この場合の上記システムはファミリーコードの判定を省略し
た構成にする。
【００８９】
また、上記システムの無線ＩＤチップはＩＤ番号をＲＯＭに記憶する無線ＩＤチップを使
用するのが好適である。
【００９０】
本発明によれば、トナーカートリッジ３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供
給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ
基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【００９１】
また、無線ＩＤチップ７、８で記録回数を記憶しているので、必ず設定した記録回数を検
知でき、模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリッジの使用を排除
できる効果がある。また、一度使用したカートリッジを他の記録装置で使用できる効果が
ある。
【００９２】
また、記録回数Ｎ２を許容記録回数の１.５倍以上に設定しておけば、画像の種類による
トナー消費量の変動で記録停止までの記録回数が早くなる問題を解決できる。
【００９３】
また、他の実施例として、記録回数がＮ２になってから、さらに、Ｎ３の記録回数後に記
録を停止するように構成する。例えば、記録回数Ｎ２を許容記録回数にセットし、Ｎ３を
許容記録回数の１/２にセットすれば画像の種類によるトナー消費量の変動で記録停止ま
での記録回数が早くなる問題を解決できる効果がある。
【００９４】
なお、上記システムでは記録回数がＮ１とＮ２であったが、記録回数の設定をさらに増や
すこともできる。これにより、トナーが空になった時点をより正確に求められる効果があ
る。さらに、模倣トナーの補充等の不正操作をより細かく管理できる効果がある。
【００９５】
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また、システムの構成として無線ＩＤチップ５、７の組み合せ、無線ＩＤチップ５、８の
組み合せ、無線ＩＤチップ７又は８の単独、無線ＩＤチップ７、８の組み合せ、等がある
。これらの組み合せは、記録回数を計数し記憶しているので必ず設定した記録回数を検知
でき、模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリッジの使用を排除で
きる最小のシステム構成が得られ、コストの低減に効果がある。
【００９６】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第八のシステム構成を図１を用いて説
明する。構成は、複数の無線ＩＤチップ５、７、８を設けたＩＤ基板４を装着したトナー
カートリッジ３と、ＩＤ番号を記憶した識別記憶部からなる無線ＩＤチップ５と、ＩＤ番
号を記憶した識別記憶部とＩＤ番号の読み出しを停止する制御フラッグを記憶する制御記
憶部からなる無線ＩＤチップ７、８と、ＩＤ番号を読み出す機能とＩＤ番号の読み出しを
停止するコードを出力する機能からなるＩＤ記憶読取り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記
憶部１７と、表示部１８、からなる。無線ＩＤチップ５、７、８のＩＤ番号は全素子で共
通なファミリーコードと素子ごとに異なるシリアル番号で構成される。なお、無線ＩＤチ
ップ７、８は記録回数を示し、両方のＩＤ番号が読取れる場合は記録回数が零、一つのみ
読取れる場合は記録回数がＮ１、両方読取れない場合はＮ２とする。
【００９７】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５、７、８に記憶されているＩＤ番号Ｓ、Ｙ、Ｚを読取る。読取ったＩＤ番号
Ｓ、Ｙ、Ｚを制御部１６に出力する。以下、動作を説明する。
【００９８】
（１）新規使用時の動作
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＹ又はＺが読取れて、ＩＤ
番号ＳとＹ又はＺとＩＤ記憶部１７に記憶してあるファミリーコードとが一致する場合、
ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に記憶してあるＩＤ番号とを比較し、一致しない場合は、Ｉ
Ｄ記憶部１７にＩＤ番号Ｓを記憶し、記録装置１の記録動作を開始する。そして、読み取
ったＩＤ番号Ｙ、Ｚの記録回数を初期値として記録回数を計数しＩＤ記憶部１７にＩＤ番
号Ｓに対応させて記憶する。そして、記録回数が設定値Ｎ１，Ｎ２を超えたならば、ＩＤ
記憶読取り部１５によりＩＤ番号Ｙ、Ｚが読出せないように無線ＩＤチップ７、８にＩＤ
番号の読み出しを停止するコードを出力し、停止フラッグを制御記憶部に記憶する。なお
、記録回数がＮ２になったならば、記録動作を停止し、表示部１８にトナーカートリッジ
純正以外の警告および交換時期の警告を表示する。
【００９９】
（２）一度使用したトナーカートリッジを同じ装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＹ又はＺが読み取れて、ＩＤ番号ＳとＹ又は
ＺとＩＤ記憶部１７に記憶してあるファミリーコードとが一致する場合、ＩＤ番号ＳとＩ
Ｄ記憶部１７に登録されているＩＤ番号とを比較し、一致する場合は、記録装置１の記録
動作を開始する。そして、読み取ったＩＤ番号Ｙ、Ｚの記録回数とＩＤ記憶部１７のＩＤ
番号Ｓに対応させて記憶されている記録回数を比較し、大きい方を初期値として記録回数
を計数しＩＤ記憶部１７にＩＤ番号Ｓに対応させて記憶する。そして、記録回数が設定値
Ｎ１，Ｎ２を超えたならば、ＩＤ記憶読取り部１５によりＩＤ番号Ｙ、Ｚが読出せないよ
うに無線ＩＤチップ７、８にＩＤ番号の読み出しを停止するコードを出力し、停止フラッ
グを制御記憶部に記憶する。なお、記録回数がＮ２になったならば、記録動作を停止し、
表示部１８にトナーカートリッジ純正以外の警告および交換時期の警告を表示する。
【０１００】
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓ、Ｙ、ＺとＩＤ記憶部１７に登録されているＩ
Ｄ番号のファミリーコードとを比較し、一致しない場合及びＩＤ番号Ｓが読取れない場合
及びＩＤ番号Ｙ、Ｚが読取れない場合は、純正以外のトナーカートリッジであると判断し
、記録装置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告
を表示する。
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【０１０１】
なお、上記システムの無線ＩＤチップのＩＤ番号は素子ごとに一つ一つ異なるシリアル番
号で構成することもできる。この場合の上記システムはファミリーコードの判定を省略し
た構成にする。
【０１０２】
また、上記システムの無線ＩＤチップはＩＤ番号をＲＯＭに記憶する無線ＩＤチップを使
用するのが好適である。
【０１０３】
本発明によれば、トナーカートリッジ３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供
給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ
基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【０１０４】
また、無線ＩＤチップ７、８で記録回数を記憶しているので、必ず設定した記録回数を検
知でき、模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリッジの使用を排除
できる効果がある。また、一度使用したカートリッジを他の記録装置で使用できる効果が
ある。
【０１０５】
また、記録回数Ｎ２を許容記録回数の１.５倍以上に設定しておけば、画像の種類による
トナー消費量の変動で記録停止までの記録回数が早くなる問題を解決できる。
【０１０６】
また、他の実施例として、記録回数がＮ２になってから、さらに、Ｎ３の記録回数後に記
録を停止するように構成する。例えば、記録回数Ｎ２を許容記録回数にセットし、Ｎ３を
許容記録回数の１/２にセットすれば画像の種類によるトナー消費量の変動で記録停止ま
での記録回数が早くなる問題を解決でき、一度使用したカートリッジを他の記録装置で使
用できる効果とＩＤ基板４を更新せずに、模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外の
トナーカートリッジの使用を排除できる効果がある。
【０１０７】
なお、上記システムでは記録回数がＮ１とＮ２であったが、記録回数の設定をさらに増や
すこともできる。これにより、トナーが空になった時点をより正確に求められる効果があ
る。さらに、模倣トナーの補充等の不正操作をより細かく管理できる効果がある。
【０１０８】
また、システムの構成として無線ＩＤチップ５、７の組み合せ、無線ＩＤチップ５、８の
組み合せ、無線ＩＤチップ７又は８の単独、無線ＩＤチップ７、８の組み合せ、等がある
。これらの組み合せは、記録回数を計数し記憶しているので必ず設定した記録回数を検知
でき、模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリッジの使用を排除で
きる最小のシステム構成が得られ、コストの低減に効果がある。
【０１０９】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第九のシステム構成を図１を用いて説
明する。構成は、無線ＩＤチップ５を設けたＩＤ基板４とトナーレベルセンサ１１、１２
を装着したトナーカートリッジ３と、ＩＤ番号を記憶した識別記憶部と履歴データを記憶
する履歴記憶部からなる無線ＩＤチップ５と、トナーレベル検知部１３と、ＩＤ番号と履
歴データを読出す機能と履歴データを書込む機能からなるＩＤ記憶読取り部１５と、制御
部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部１８、からなる。また、ＩＤ番号は全素子で共通な
ファミリーコードと素子ごとに異なるシリアル番号からなる。トナーレベル検知部１３は
トナーレベルがトナーレベルセンサ１１以上であればトナーレベルＬ０、トナーレベルセ
ンサ１１と１２の間であればトナーレベルＬ１、トナーレベルセンサ１２以下ならばトナ
ーレベルＬ２を制御部１６に出力する。また、ＩＤ記憶読取り部１５によって履歴データ
としてトナーレベルがＬ１ならばＬ１コード、Ｌ２ならばＬ２コードが履歴記憶部に書き
込まれ記憶される。なお、出荷時にはＬ０コードが履歴記憶部に書き込まれている。
【０１１０】
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まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５に記憶されているＩＤ番号と履歴データを読取る。読取ったＩＤ番号Ｓと履
歴データＲを制御部１６に出力する。そして、トナーレベル検知部１３でトナーレベルを
計測し制御部１６に出力する。以下、その動作を説明する。
【０１１１】
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読み取れて
、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているファミリーコードとが一致する場合であ
って、読取った履歴データＲのトナーレベルと計測したトナーカートリッジのトナーレベ
ルとを比較し、一致したならば記録装置１の記録動作を開始する。そして、トナーカート
リッジのトナーレベルがＬ１、Ｌ２になったならば、ＩＤ記憶読取り部１５により無線Ｉ
Ｄチップ５にＬ１コード、Ｌ２コードを出力し履歴記憶部に記憶する。
【０１１２】
一方、トナーカートリッジ３の読取った履歴データＲのトナーレベルと計測したトナーカ
ートリッジのトナーレベルとを比較し、一致しない場合は、トナーの補充等の不正な操作
があったと判断して、記録装置１の記録動作を停止し、表示部１８にトナーカートリッジ
純正品以外の警告を表示する。
【０１１３】
また、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているファミリー
コードとを比較し、一致しない場合及び読取れない場合は、純正以外のトナーカートリッ
ジであると判断し、記録装置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ
純正品以外の警告を表示する。
【０１１４】
なお、上記システムの無線ＩＤチップのＩＤ番号は素子ごとに一つ一つ異なるシリアル番
号で構成することもできる。この場合の上記システムはファミリーコードの判定を省略し
た構成にする。
【０１１５】
また、上記システムの無線ＩＤチップは改ざんが出来ないようにＩＤ番号を記憶するＲＯ
Ｍと履歴データを記憶する追記型の不揮発性メモリからなる無線ＩＤチップが好適である
。
【０１１６】
本発明によれば、トナーカートリッジ３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供
給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ
基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【０１１７】
また、無線ＩＤチップ５で消費したトナーレベルを記憶し、記録装置側でトナーレベルを
計測しているので、トナーレベルの変化を検知できるため、ＩＤ基板４を更新せずに、模
倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリッジの使用を排除できる効果
がある。また、一度使用したトナーカートリッジを他の記録装置で使用できる効果がある
。
【０１１８】
なお、上記システムではトナーレベルがＬ０、Ｌ１、Ｌ２であったが、トナーレベルの設
定をさらに増やすこともできる。これにより、トナーが空になった時点をより正確に求め
られる効果がある。さらに、模倣トナーの補充等の不正操作をより細かく管理できる効果
がある。
【０１１９】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第十のシステム構成を図１を用いて説
明する。構成は、無線ＩＤチップ５を設けたＩＤ基板４とトナーレベルセンサ１１、１２
を装着したトナーカートリッジ３と、ＩＤ番号を記憶した識別記憶部と履歴データを記憶
した履歴記憶部と履歴データの読み出しを選択する制御フラッグを記憶する制御記憶部か
らなる無線ＩＤチップ５と、トナーレベル検知部１３と、ＩＤ番号と履歴データを読出す



(16) JP 4690532 B2 2011.6.1

10

20

30

40

50

機能と履歴データの読み出しを選択するコードを出力する機能からなるＩＤ記憶読取り部
１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部１８、からなる。また、ＩＤ番号は全
素子で共通なファミリーコードと素子ごとに異なるシリアル番号からなる。トナーレベル
検知部１３はトナーレベルがトナーレベルセンサ１１以上であればトナーレベルＬ０、ト
ナーレベルセンサ１１と１２の間であればトナーレベルＬ１、トナーレベルセンサ１２以
下ならばトナーレベルＬ２を制御部１６に出力する。また、ＩＤ記憶読取り部１５はトナ
ーレベルがＬ１、Ｌ２になったならば、履歴データの読み出しを選択するコードを出力し
、制御記憶部に選択フラッグを記憶する。履歴記憶部は選択フラッグによって、トナーレ
ベルがＬ０に対応するＬ０コードと、Ｌ１に対応するＬ１コード、Ｌ２に対応するＬ２コ
ードを出力する。なお、出荷時にはＬ０コードが選択されている。
【０１２０】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５に記憶されているＩＤ番号Ｓと履歴データＲを読取る。読取ったＩＤ番号Ｓ
と履歴データＲを制御部１６に出力する。そして、トナーレベル検知部１３でトナーレベ
ルを計測し制御部１６に出力する。以下、その動作を説明する。
【０１２１】
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読み取れて
、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているファミリーコードとが一致する場合であ
って、読取った履歴データＲのトナーレベルと計測したトナーカートリッジのトナーレベ
ルとを比較し、一致したならば記録装置１の記録動作を開始する。そして、トナーカート
リッジのトナーレベルがＬ１、Ｌ２になったならば、ＩＤ記憶読取り部１５により無線Ｉ
Ｄチップ５に履歴データの読み出しを選択するコードを出力し、制御記憶部に選択フラッ
グを記憶する。
【０１２２】
一方、読トナーカートリッジ３の取った履歴データＲのトナーレベルと計測したトナーカ
ートリッジのトナーレベルとを比較し、一致しない場合は、トナーの補充等の不正な操作
があったと判断して、記録装置１の記録動作を停止し、表示部１８にトナーカートリッジ
純正品以外の警告を表示する。
【０１２３】
また、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているファミリー
コードとを比較し、一致しない場合及び読取れない場合は、純正以外のトナーカートリッ
ジであると判断し、記録装置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ
純正品以外の警告を表示する。
【０１２４】
なお、上記システムの無線ＩＤチップのＩＤ番号は素子ごとに一つ一つ異なるシリアル番
号で構成することもできる。この場合の上記システムはファミリーコードの判定を省略し
た構成にする。
【０１２５】
また、上記システムの無線ＩＤチップは改ざんが出来ないようにＩＤ番号と履歴データを
記憶するＲＯＭと停止フラッグを記憶する追記型の不揮発性メモリからなる無線ＩＤチッ
プが好適である。
【０１２６】
本発明によれば、トナーカートリッジ３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供
給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ
基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【０１２７】
また、無線ＩＤチップ５で消費したトナーレベルの記憶と記録装置側でトナーレベルを計
測しているので、トナーレベルの変化を検知できるため、ＩＤ基板４を更新せずに、模倣
トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリッジの使用を排除できる効果が
ある。また、一度使用したトナーカートリッジを他の記録装置で使用できる効果がある。
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【０１２８】
なお、上記システムではトナーレベルがＬ１、Ｌ２、Ｌ３であったが、トナーレベルの設
定をさらに増やすこともできる。これにより、トナーが空になった時点をより正確に求め
られる効果がある。さらに、模倣トナーの補充等の不正操作をより細かく管理できる効果
がある。
【０１２９】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第十一のシステム構成を図１を用いて
説明する。構成は、複数の無線ＩＤチップ５、７、８を設けたＩＤ基板４とトナーレベル
センサ１１、１２を装着したトナーカートリッジ３と、ＩＤ番号を記憶した識別記憶部か
らなる無線ＩＤチップ５、７、８と、トナーレベル検知部１３と、ＩＤ番号を読取る機能
とＩＤ番号が読出せないように無線ＩＤチップを電気的または機械的に破壊する機能から
なるＩＤ記憶読取り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部１８、からなる
。無線ＩＤチップ５、７、８のＩＤ番号は全素子で共通なファミリーコードと素子ごとに
異なるシリアル番号で構成される。トナーレベル検知部１３はトナーレベルがトナーレベ
ルセンサ１１以上であればトナーレベルＬ０、トナーレベルセンサ１１と１２の間であれ
ばトナーレベルＬ１、トナーレベルセンサ１２以下ならばトナーレベルＬ２を制御部１６
に出力する。なお、無線ＩＤチップ７、８はトナーレベルを示し、両方のＩＤ番号が読取
れる場合はトナーレベルがＬ０、一つのみ読取れる場合はがＬ１、両方読取れない場合は
Ｌ２とする。
【０１３０】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５、７、８に記憶されているＩＤ番号Ｓ、Ｙ、Ｚを読取る。読取ったＩＤ番号
Ｓ、Ｙ、Ｚを制御部１６に出力する。そして、トナーレベル検知部１３でトナーレベルを
計測し制御部１６に出力する。以下、その動作を説明する。
【０１３１】
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＹ又はＺが読取れて、ＩＤ
番号ＳとＹ又はＺとＩＤ記憶部１７に登録されているファミリーコードとが一致する場合
、読取った履歴データＲのトナーレベルと計測したトナーカートリッジのトナーレベルと
を比較し、一致したならば、記録装置１の記録動作を開始する。そして、トナーカートリ
ッジのトナーレベルがＬ１、Ｌ２になったならば、ＩＤ記憶読取り部１５によりＩＤ番号
Ｙ、Ｚが読出せないように無線ＩＤチップ７、８を電気的または機械的に破壊する。
【０１３２】
一方、トナーカートリッジ３の読取った履歴データＲのトナーレベルと計測したトナーカ
ートリッジのトナーレベルとを比較し、一致しない場合は、トナーの補充等の不正な操作
があったと判断して、記録装置１の記録動作を停止し、表示部１８にトナーカートリッジ
純正品以外の警告を表示する。
【０１３３】
また、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓ、Ｙ、ＺがＩＤ記憶部１７に登録されているフ
ァミリーコードと比較し、一致しない場合とＩＤ番号Ｓが読取れない場合及びＩＤ番号Ｙ
、Ｚが読取れない場合は、純正以外のトナーカートリッジであると判断し、記録装置１は
記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を表示する。
【０１３４】
なお、上記システムの無線ＩＤチップのＩＤ番号は素子ごとに一つ一つ異なるシリアル番
号で構成することもできる。この場合の上記システムはファミリーコードの判定を省略し
た構成にする。
【０１３５】
また、上記システムの無線ＩＤチップはＩＤ番号をＲＯＭに記憶する無線ＩＤチップを使
用するのが好適である。
【０１３６】
本発明によれば、トナーカートリッジ３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供
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給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ
基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【０１３７】
また、無線ＩＤチップ７、８で消費したトナーレベルの記憶とトナーレベルを計測してい
るので、トナーレベルの変化を検知できるため、ＩＤ基板４を更新せずに、模倣トナーを
詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリッジの使用を排除できる効果がある。ま
た、一度使用したトナーカートリッジを他の記録装置で使用できる効果がある。
【０１３８】
なお、上記システムではトナーレベルがＬ０、Ｌ１、Ｌ２であったが、トナーレベルの設
定をさらに増やすこともできる。これにより、トナーが空になった時点をより正確に求め
られる効果がある。さらに、模倣トナーの補充等の不正操作をより細かく管理できる効果
がある。
【０１３９】
また、システムの構成として無線ＩＤチップ５、７の組み合せ、無線ＩＤチップ５、８の
組み合せ、無線ＩＤチップ７又は８の単独、無線ＩＤチップ７、８の組み合せ、等がある
。これらの組み合せは、記録回数を計数し記憶しているので必ず設定した記録回数を検知
でき、模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリッジの使用を排除で
きる最小のシステム構成が得られ、コストの低減に効果がある。
【０１４０】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第十二のシステム構成を図１を用いて
説明する。構成は、複数の無線ＩＤチップ５、７、８を設けたＩＤ基板４を装着したトナ
ーカートリッジ３と、ＩＤ番号を記憶した識別記憶部からなる無線ＩＤチップ５と、ＩＤ
番号を記憶した識別記憶部とＩＤ番号の読み出しを停止する制御フラッグを記憶する制御
記憶部からなる無線ＩＤチップ７、８と、トナーレベル検知部１３と、ＩＤ番号を読み出
す機能とＩＤ番号の読み出しを停止するコードを出力する機能からなるＩＤ記憶読取り部
１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部１８、からなる。無線ＩＤチップ５、
７、８のＩＤ番号は全素子で共通なファミリーコードと素子ごとに異なるシリアル番号で
構成される。トナーレベル検知部１３はトナーレベルがトナーレベルセンサ１１以上であ
ればトナーレベルＬ０、トナーレベルセンサ１１と１２の間であればトナーレベルＬ１、
トナーレベルセンサ１２以下ならばトナーレベルＬ２を制御部１６に出力する。。なお、
無線ＩＤチップ７、８はトナーレベルを示し、両方のＩＤ番号が読取れる場合はトナーレ
ベルがＬ０、一つのみ読取れる場合はトナーレベルがＬ１、両方読取れない場合はＬ２と
する。
【０１４１】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５、７、８に記憶されているＩＤ番号Ｓ、Ｙ、Ｚを読取る。読取ったＩＤ番号
Ｓ、Ｙ、Ｚを制御部１６に出力する。そして、トナーレベル検知部１３でトナーレベルを
計測し制御部１６に出力する。以下、その動作を説明する。
【０１４２】
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＹ又はＺが読取れて、ＩＤ
番号ＳとＹ又はＺとＩＤ記憶部１７に登録されているファミリーコードとが一致する場合
、読取ったトナーレベルと計測したトナーカートリッジのトナーレベルとを比較し、一致
したならば、記録装置１の記録動作を開始する。そして、トナーカートリッジのトナーレ
ベルがＬ１、Ｌ２になったならば、ＩＤ記憶読取り部１５によりＩＤ番号Ｙ、Ｚが読出せ
ないように無線ＩＤチップ７、８にＩＤ番号の読み出しを停止するコードを出力し、制御
記憶部に停止フラッグを記憶する。
【０１４３】
一方、トナーカートリッジ３の読取ったトナーレベルと計測したトナーカートリッジのト
ナーレベルとを比較し、一致しない場合は、トナーの補充等の不正な操作があったと判断
して、記録装置１の記録動作を停止し、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警
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告を表示する。
【０１４４】
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓ、Ｙ、ＺがＩＤ記憶部１７に登録されているフ
ァミリーコードと比較し、一致しない場合とＩＤ番号Ｓが読取れない場合及びＩＤ番号Ｙ
、Ｚが読取れない場合は、純正以外のトナーカートリッジであると判断し、記録装置１は
記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を表示する。
【０１４５】
なお、上記システムの無線ＩＤチップのＩＤ番号は素子ごとに一つ一つ異なるシリアル番
号で構成することもできる。この場合の上記システムはファミリーコードの判定を省略し
た構成にする。
【０１４６】
また、上記システムの無線ＩＤチップはＩＤ番号をＲＯＭに記憶し、停止フラッグを追記
型の不揮発性メモリに記憶する無線ＩＤチップを使用するのが好適である。
【０１４７】
本発明によれば、トナーカートリッジ３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供
給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ
基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【０１４８】
また、無線ＩＤチップ７、８で消費したトナーレベルの記憶とトナーレベルを計測してい
るので、トナーレベルの変化を検知できるため、ＩＤ基板４を更新せずに、模倣トナーを
詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリッジの使用を排除できる効果がある。ま
た、一度使用したトナーカートリッジを他の記録装置で使用できる効果がある。
【０１４９】
なお、上記システムではトナーレベルがＬ０、Ｌ１、Ｌ２であったが、トナーレベルの設
定をさらに増やすこともできる。これにより、トナーが空になった時点をより正確に求め
られる効果がある。さらに、模倣トナーの補充等の不正操作をより細かく管理できる効果
がある。
【０１５０】
また、システムの構成として無線ＩＤチップ５、７の組み合せ、無線ＩＤチップ５、８の
組み合せ、無線ＩＤチップ７又は８の単独、無線ＩＤチップ７、８の組み合せ、等がある
。これらの組み合せは、記録回数を計数し記憶しているので必ず設定した記録回数を検知
でき、模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカートリッジの使用を排除で
きる最小のシステム構成が得られ、コストの低減に効果がある。
【０１５１】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第十三のシステム構成を図１を用いて
説明する。本システムは、上記第五から第八のシステムと第九から第十二のシステムを組
み合わせてトナーレベルと記録回数を記憶するシステムを構成する。以下、第五のシステ
ムと第九のシステムを組み合わせた実施例で説明する。
【０１５２】
構成は、無線ＩＤチップ５を設けたＩＤ基板４を装着したトナーカートリッジ３と、ＩＤ
番号を記憶した識別記憶部と履歴データを記憶する履歴記憶部からなる無線ＩＤチップ５
と、トナーレベル検知部１３と、ＩＤ番号と履歴データを読出す機能と履歴データを書込
む機能からなるＩＤ記憶読取り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部１８
、からなる。また、ＩＤ番号は全素子で共通なファミリーコードと素子ごとに異なるシリ
アル番号からなる。トナーレベル検知部１３はトナーレベルがトナーレベルセンサ１１以
上であればトナーレベルＬ０、トナーレベルセンサ１１と１２の間であればトナーレベル
Ｌ１、トナーレベルセンサ１２以下ならばトナーレベルＬ２を制御部１６に出力する。ま
た、ＩＤ記憶読取り部１５によって履歴データとしてトナーレベルがＬ１ならばＬ１コー
ド、Ｌ２ならばＬ２コードが履歴記憶部に書き込まれ記憶される。なお、出荷時にはＬ０
コードが履歴記憶部に書き込まれている。また、ＩＤ記憶読取り部１５によって履歴デー
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タは記録回数がＮ１を越えたならばＮ１コード、Ｎ２を越えたならばＮ２コードが書き込
まれ記憶される。なお、出荷時は記録回数が零のＮ０コードが書込まれている。
【０１５３】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５に記憶されているＩＤ番号と履歴データを読取る。読取ったＩＤ番号Ｓと履
歴データＲを制御部１６に出力する。そして、トナーレベル検知部１３でトナーレベルを
計測し制御部１６に出力する。以下、その動作を説明する。
【０１５４】
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読み取れて
、ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているファミリーコードとが一致する場合であ
って、ＩＤ番号ＳがＩＤ記憶部１７に登録されていない場合は、ＩＤ番号ＳをＩＤ記憶部
１７に記憶する。読取った履歴データＲのトナーレベルと計測したトナーカートリッジの
トナーレベルとを比較し、一致したならば記録装置１の記録動作を開始する。そして、ト
ナーカートリッジのトナーレベルがＬ１、Ｌ２になったならば、ＩＤ記憶読取り部１５に
より無線ＩＤチップ５にＬ１コード、Ｌ２コードを出力し履歴記憶部に記憶する。そして
、トナーレベルがＬ２になったならば、読み取った履歴データＲの記録回数とＩＤ記憶部
１７のＩＤ番号Ｓに対応させて記憶されている記録回数を比較し、大きい方を初期値とし
て記録回数を計数しＩＤ記憶部１７にＩＤ番号Ｓに対応させて記憶する。そして、記録回
数が設定値Ｎ１、Ｎ２を超えたならば、ＩＤ記憶読取り部１５により無線ＩＤチップ５に
Ｎ１コード、Ｎ２コードを出力し履歴記憶部に記憶する。なお、記録回数がＮ２になった
ならば、記録動作を停止し、表示部１８にトナーカートリッジ純正以外の警告および交換
時期の警告を表示する。
【０１５５】
一方、トナーカートリッジ３の読取った履歴データＲのトナーレベルと計測したトナーカ
ートリッジのトナーレベルとを比較し、一致しない場合は、トナーの補充等の不正な操作
があったと判断して、記録装置１の記録動作を停止し、表示部１８にトナーカートリッジ
純正品以外の警告を表示する。
【０１５６】
また、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているファミリー
コードとを比較し、一致しない場合及び読取れない場合は、純正以外のトナーカートリッ
ジであると判断し、記録装置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ
純正品以外の警告を表示する。
【０１５７】
上記システムは、同様に他の第五から第八のシステムと第九から第十二のシステムの様々
な組み合わせに適用できる。
【０１５８】
このように本発明によれば、上記第五から第八のシステムの効果、第九から第十二のシス
テムの効果が得られるとともに、トナーレベルが設定値Ｌ２になった時点を起点として記
録回数を計数、記憶することができるので、トナーが空になった時点をより正確に求めら
れる効果がある。これにより、模倣トナーの補充等の不正操作を検知できる効果がある。
【０１５９】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第十四のシステム構成を図１を用いて
説明する。構成は、上記第一から第十三のシステムに、トナーカートリッジのＩＤ番号を
記憶したＩＣカード２３から、ＩＤ記憶部１７にＩＤ番号を登録する。なお、ＩＣカード
２３にはあらかじめＩＤ管理センタ２１で登録されたトナーカートリッジのＩＤ番号が記
憶されている。また、別の方法では、ＩＤ記憶部１７とＩＤ管理センタ２１を通信回線１
９で接続し、ＩＤ管理センタ２１に登録されたトナーカートリッジのＩＤ番号を登録する
。以下、第一のシステムでの実施例で説明する。
【０１６０】
構成は、無線ＩＤチップ５を設けたＩＤ基板４を装着したトナーカートリッジ３と、ＩＤ
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番号を記憶した識別記憶部と履歴データを記憶する履歴記憶部からなる無線ＩＤチップ５
と、ＩＤ番号と履歴データを読出す機能と履歴データを書込む機能からなるＩＤ記憶読取
り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部１８、通信回線１９と、ＩＤ管理
センタ２１、ＩＣカード２３、からなる。また、ＩＤ番号は全素子で共通なファミリーコ
ードと素子ごとに異なるシリアル番号からなる。また、履歴データは全素子に共通な新規
コードと使用済みコードからなる。
【０１６１】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５に記憶されているＩＤ番号Ｓと履歴データＲを読取る。読取ったＩＤ番号Ｓ
と履歴データＲを制御部１６に出力する。以下、動作を説明する。
【０１６２】
（１）新規使用時の動作
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読取れて、
ＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号とが一致する場合であって、履歴
データＲとＩＤ記憶部１７に登録されている履歴データとを比較し、新規コードの場合は
、ＩＤ記憶部１７のＩＤ番号Ｓに対応して装着フラッグを記憶し、装着されたトナーカー
トリッジ３が一度使用されたことを記憶する。また、ＩＤ記憶読取り部１５により無線Ｉ
Ｄチップ５の履歴記憶部に使用済みコードを記憶する。これにより、装着されたトナーカ
ートリッジ３が一度使用されたことを記憶する。そして、記録装置１は記録動作に入る。
【０１６３】
（２）一度使用したトナーカートリッジを別の装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読取れて、ＩＤ番号ＳとＩＤ
記憶部１７に登録されているＩＤ番号とが一致する場合であって、履歴データＲとＩＤ記
憶部１７に登録されている履歴データとを比較し、使用済みコードの場合は、他のプリン
タで一度使用されたトナーカートリッジであるため、記録装置１の記録動作を停止して、
表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を表示する。
【０１６４】
（３）一度使用したトナーカートリッジを同じ装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓと履歴データＲが読取れて、ＩＤ番号ＳとＩＤ
記憶部１７に登録されているＩＤ番号とが一致する場合であって、ＩＤ記憶部１７のＩＤ
番号Ｓに対応して装着フラッグがある場合であって、履歴データＲとＩＤ記憶部１７に登
録されている履歴データとを比較し、使用済みコードの場合は、記録動作を開始する。
【０１６５】
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号Ｓや履歴データＲが読取れない場合、ＩＤ番号が
一致しない場合及び履歴データＲが新規コード、使用済みコード以外の場合は、純正以外
のトナーカートリッジであると判断し、記録装置１は記録動作を停止して、表示部１８に
トナーカートリッジ純正品以外の警告を表示する。
【０１６６】
このように、上記第一から第十三のシステムでは、読取った無線ＩＤチップのＩＤ番号Ｓ
、Ｘ、Ｙ及びＺのファミリーコードがＩＤ記憶部１７に登録されているファミリーコード
と一致するかを判定していたが、本システムでは読取った無線ＩＤチップのＩＤ番号Ｓ、
Ｘ、Ｙ及びＺがＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号と一致するかを判定する。上記
システムは、同様に上記第ニから第十三のシステムに適用できる。
【０１６７】
このように本発明によれば、上記第一から第十三のシステムの効果が得られるとともに、
製造時及び詰め替え時のトナーカートリッジ３のＩＤ番号がＩＤ記憶部に登録されている
ので、ＩＤ番号を更新して純正トナーを詰替え再供給された純正品のみが使用でき、それ
以外のトナーカートリッジの使用を排除できる効果がある。そして、トナーカートリッジ
３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供給ルート２２によって、トナーカート
リッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ基板４が更新され市場に再供給できる
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効果がある。
【０１６８】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第十五のシステム構成を図１を用いて
説明する。構成は、無線ＩＤチップ５を設けたＩＤ基板４を装着したトナーカートリッジ
３と、ＩＤ記憶読取り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部１８と、通信
回線１９と、ＩＤ管理センタ２１、からなる。また、無線ＩＤチップ５は、半導体製造時
に一つ一つ異なるＩＤ番号を造り込んだものでＩＤ番号の読取りのみ可能な素子である。
このＩＤ番号はファミリーコードとシリアル番号で構成し、ファミリーコードは素子間で
同じコードである。なお、ＩＤ記憶部１７には市販されたトナーカートリッジのＩＤ番号
が登録されている。
【０１６９】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５に記憶されているＩＤ番号Ｓを読取る。読取ったＩＤ番号Ｓを制御部１６に
出力する。制御部１６はＩＤ番号Ｓと記録装置番号とを通信回線１９によりＩＤ管理セン
タ２１に送り照合する。以下、動作を説明する。
【０１７０】
（１）新規時の動作
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録され
ているＩＤ番号とが一致する場合であって、ＩＤ管理センタ２１にＩＤ番号Ｓに対応して
記録装置番号がない場合は、ＩＤ管理センタ２１にＩＤ番号Ｓに対応して当該記録装置番
号を記録する。これにより、装着されたトナーカートリッジ３が一度使用されたことを記
憶する。そして、記録動作を開始する。
【０１７１】
（２）一度使用したトナーカートリッジを別の装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号と
が一致する場合であって、当該記録装置番号とＩＤ管理センタ２１にＩＤ番号Ｓに対応し
て記録されている記録装置番号とが一致しない場合は、他の記録装置で使用されたもので
あると判断し、記録装置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ使用
禁止の警告を表示する。
【０１７２】
（３）一度使用したトナーカートリッジを同じ装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号と
が一致する場合であって、当該記録装置番号とＩＤ管理センタ２１にＩＤ番号Ｓに対応し
て記録されている記録装置番号とが一致する場合は、記録動作を開始する。
【０１７３】
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳがＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号と
一致しない場合及び読取れない場合は、純正以外のトナーカートリッジであると判断し、
記録装置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を
表示する。
【０１７４】
なお、上記システムでは、記録装置番号を用いたが使用フラッグでもよい。
【０１７５】
このように本発明によれば、ＩＤ番号と使用した記録装置番号がＩＤ管理センタに登録さ
れているので、ＩＤ番号を更新して模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナー
カートリッジの使用を排除できる効果がある。そして、トナーカートリッジ３はトナーが
空になるまで使用されたのち、再生供給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再
生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【０１７６】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第十六のシステム構成を図１を用いて
説明する。構成は、上記第十五のシステムと同じである。以下、動作を説明する。
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【０１７７】
（１）新規時の動作
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録され
ているＩＤ番号とが一致する場合であって、ＩＤ記憶部１７にＩＤ番号Ｓに対応して装着
フラッグがない場合であって、ＩＤ管理センタ２１にＩＤ番号Ｓに対応して記録装置番号
がない場合は、ＩＤ管理センタ２１にＩＤ番号Ｓに対応して当該記録装置番号を記録する
。また、ＩＤ記憶部１７のＩＤ番号Ｓに対応して装着フラッグを記憶する。これにより、
装着されたトナーカートリッジ３が一度使用されたことを記憶する。そして、記録動作を
開始する。
【０１７８】
（２）一度使用したトナーカートリッジを別の装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号と
が一致する場合であって、ＩＤ記憶部１７にＩＤ番号Ｓに対応して装着フラッグがない場
合であって、当該記録装置番号とＩＤ管理センタ２１にＩＤ番号Ｓに対応して記録されて
いる記録装置番号とが一致しない場合は、他の記録装置で使用されたものであると判断し
、記録装置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ使用禁止の警告を
表示する。
【０１７９】
（３）一度使用したトナーカートリッジを同じ装置で使用した場合の動作
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号と
が一致する場合であって、ＩＤ記憶部１７にＩＤ番号Ｓに対応して装着フラッグがある場
合は、記録動作を開始する。
【０１８０】
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳがＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号と
一致しない場合及び読取れない場合は、純正以外のトナーカートリッジであると判断し、
記録装置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を
表示する。
【０１８１】
なお、上記システムでは、記録装置番号を用いたが使用フラッグでもよい。
【０１８２】
このように本発明によれば、ＩＤ番号と使用した記録装置番号がＩＤ管理センタに登録さ
れているので、ＩＤ番号を更新して模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナー
カートリッジの使用を排除できる効果がある。
【０１８３】
また、ＩＤ記憶部に装着フラッグを記憶しているので、同じ装置で使用する場合にＩＤ管
理センタへのアクセスを無くせランニングコストの低減に効果がある。そして、トナーカ
ートリッジ３はトナーが空になるまで使用されたのち、再生供給ルート２２によって、ト
ナーカートリッジ製造再生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ基板４が更新され市場に再
供給できる効果がある。
【０１８４】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第十七のシステム構成を図１を用いて
説明する。構成は、無線ＩＤチップ５を設けたＩＤ基板４を装着したトナーカートリッジ
３と、ＩＤ記憶読取り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部１８と、通信
回線１９と、ＩＤ管理センタ２１、からなる。また、無線ＩＤチップ５は、半導体製造時
に一つ一つ異なるＩＤ番号を造り込んだものでＩＤ番号の読取りのみ可能な素子である。
このＩＤ番号はファミリーコードとシリアル番号で構成し、ファミリーコードは素子間で
同じコードである。なお、ＩＤ記憶部１７には市販されたトナーカートリッジのＩＤ番号
が記録されている。
【０１８５】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
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ＩＤチップ５に記憶されているＩＤ番号Ｓを読取る。読取ったＩＤ番号Ｓを制御部１６に
出力する。また、制御部１６でトナーカートリッジの記録回数を計数する。制御部１６は
ＩＤ番号Ｓと記録回数を通信回線１９によりＩＤ管理センタ２１に送り記憶する。以下、
動作を説明する。
【０１８６】
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録され
ているＩＤ番号とが一致する場合は、ＩＤ管理センタ２１にＩＤ番号Ｓに対応して記憶さ
れている記録回数とＩＤ記憶部１７にＩＤ番号Ｓに対応させて記憶されている記録回数と
を比較し、大きい方を初期値としてＩＤ管理センタ２１及びＩＤ記憶部１７の記録回数に
記憶する。そして記録動作を開始する。そして、記録回数を計数しＩＤ記録部１７にＩＤ
番号Ｓに対応させて記憶する。そして、記録回数が設定値Ｎ１、Ｎ２になったならば、Ｉ
Ｄ管理センタ２１にＩＤ番号Ｓに対応して記録回数を記憶する。また、記録回数が設定値
Ｎ２になったならば、記録装置１の記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッ
ジ純正品以外の警告を表示する。
【０１８７】
また、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳがＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号と
一致しない場合及び読取れない場合は、純正以外のトナーカートリッジであると判断し、
記録装置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を
表示する。
【０１８８】
このように本発明によれば、ＩＤ番号と使用した記録回数がＩＤ管理センタに登録されて
いるので、ＩＤ番号を更新して模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナーカー
トリッジの使用を排除できる効果がある。そして、トナーカートリッジ３はトナーが空に
なるまで使用されたのち、再生供給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再生部
２０によりトナーの詰替えとＩＤ基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【０１８９】
次に本トナーカートリッジ純正部品識別システムの第十八のシステム構成を図１を用いて
説明する。構成は、複数の無線ＩＤチップ５を設けたＩＤ基板４とトナーレベルセンサ１
１、１２を装着したトナーカートリッジ３と、ＩＤ番号を記憶した識別記憶部からなる無
線ＩＤチップ５と、トナーレベル検知部１３と、ＩＤ番号を読取る機能からなるＩＤ記憶
読取り部１５と、制御部１６と、ＩＤ記憶部１７と、表示部１８、通信回線１９と、ＩＤ
管理センタ２１、からなる。無線ＩＤチップ５のＩＤ番号は全素子で共通なファミリーコ
ードと素子ごとに異なるシリアル番号で構成される。トナーレベル検知部１３はトナーレ
ベルがトナーレベルセンサ１１以上であればトナーレベルＬ０、トナーレベルセンサ１１
と１２の間であればトナーレベルＬ１、トナーレベルセンサ１２以下ならばトナーレベル
Ｌ２を制御部１６に出力する。なお、ＩＤ記憶部１７には市販されたトナーカートリッジ
のＩＤ番号が登録されている。
【０１９０】
まず、トナーカートリッジ３が記録装置１に装着されると、ＩＤ記憶読取り部１５は無線
ＩＤチップ５に記憶されているＩＤ番号を読取る。読取ったＩＤ番号Ｓを制御部１６に出
力する。そして、トナーレベル検知部１３でトナーレベルを計測し制御部１６に出力する
。制御部１６はＩＤ番号Ｓとトナーレベルを通信回線１９によりＩＤ管理センタ２１に送
り記憶する。以下、その動作を説明する。
【０１９１】
制御部１６は装着されたトナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳとＩＤ記憶部１７に登録され
ているＩＤ番号とが一致する場合であって、ＩＤ管理センタ２１にＩＤ番号Ｓに対応して
記憶されているトナーレベルと計測したトナーレベルとが一致する場合は、記録装置１の
記録動作を開始する。そして、トナーカートリッジのトナーレベルがＬ１、Ｌ２になった
ならば、ＩＤ管理センタ２１にＩＤ番号Ｓに対応してトナーレベルを記憶する。また、ト
ナーレベルが設定値Ｌ２になったならば、記録装置１の記録動作を停止して、表示部１８
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にトナーカートリッジ交換の警告を表示する。
【０１９２】
一方、ＩＤ管理センタ２１にＩＤ番号Ｓに対応して記憶されているトナーレベルと計測し
たトナーレベルとが一致しない場合は、トナーの補充等の不正な操作があったと判断して
、記録装置１の記録動作を停止し、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を
表示する。
【０１９３】
一方、トナーカートリッジ３のＩＤ番号ＳがＩＤ記憶部１７に登録されているＩＤ番号と
一致しない場合及び読取れない場合は、純正以外のトナーカートリッジであると判断し、
記録装置１は記録動作を停止して、表示部１８にトナーカートリッジ純正品以外の警告を
表示する。
【０１９４】
このように本発明によれば、ＩＤ番号と使用したトナーレベルがＩＤ管理センタに登録さ
れているので、ＩＤ番号を更新して模倣トナーを詰替え再供給された純正品以外のトナー
カートリッジの使用を排除できる効果がある。そして、トナーカートリッジ３はトナーが
空になるまで使用されたのち、再生供給ルート２２によって、トナーカートリッジ製造再
生部２０によりトナーの詰替えとＩＤ基板４が更新され市場に再供給できる効果がある。
【０１９５】
また、上記第十三のシステムと同じように、上記第十七のシステムと第十八のシステムを
組み合せたトナーレベルと記録回数を記憶するシステムが構成できる。このシステムでは
、第十七のシステムの効果、第十八のシステムの効果が得られるとともに、トナーレベル
が変化した時点を起点として記録回数を計数、記憶することができるので、トナーが空に
なった時点をより正確に求められる効果がある。これにより、模倣トナーの補充等の不正
操作をより細かく管理できる効果がある。
【０１９６】
また、上記第一のシステムから第十八のシステムにおいて、ＩＤ番号Ｘ、Ｙ、Ｚのファミ
リーコードの一致を判定しているが、この判定を読取れるか読取れないかの判定とし、フ
ァミリーコードの判定を省略することもできる。
【０１９７】
また、上記第五のシステムから第八のシステム、第十三のシステム及び第十七のシステム
において、記録回数を計測しているが、記録時間を計測することもできる。
【０１９８】
また、上記第九のシステムから第十二のシステム、第十三のシステム及び第十八のシステ
ム上記システムにおいて、トナーレベルを計測しているが、トナーの重量を計測すること
もできる。
【０１９９】
また、上記十四のシステムから十八のシステムにおいて、ＩＣカードおよびＩＤ管理セン
タで記録装置、記録装置の記録回数、トナーレベル等の使用状況が把握できるので、メン
テナンスの時期、故障診断、等が行える効果がある。
【０２００】
また、上記第一のシステムから第十八のシステムにおいて、ＩＤ番号を記憶するためのデ
ータキャリアに無線ＩＤチップを用いていたが、他のデータキャリアとして、ＲＯＭ（リ
ード・オンリー・メモリ）、ＰＲＯＭ（プログラマブル・リード・オンリー・メモリ）、
一回のみ書込み可能なＥＰＲＯＭ（イレーザブル・プログラマブル・リード・オンリー・
メモリ）、ＥＥＰＲＯＭ（電気的・イレーザブル・プログラマブル・リード・オンリー・
メモリ）、ＦＲＡＭ（フラッシュ・ランダム・アクセス・メモリ）等の不揮発性半導体メ
モリが使用できる。また、無線ＩＤチップを破壊し、記録回数、トナーレベルを記憶して
いたが、他のデータキャリアとして、導体、半導体、抵抗、コンデンサ、ヒューズ、等が
使用できる。
【０２０１】
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なお、上記の一回のみ書込みが可能なＰＲＯＭとＥＰＲＯＭなどの不揮発性半導体メモリ
を無線ＩＤチップに使用した場合には、破壊しないで記憶したデータを読取り判定に使用
することができる。このように、一回のみ書込みが可能なＰＲＯＭとＥＰＲＯＭでは、不
正手段によるデータの改ざんができない効果がある。
【０２０２】
また、上記の無線ＩＤチップ、非揮発性半導体メモリの破壊手段としては、無線ＩＤチッ
プの場合は、図４の質問機のコイル３８から強力な電磁波を放射し、図５の無線ＩＤチッ
プのコイル４０に高電圧を発生させることによりコンデンサ４１および回路に使用されて
いる半導体の耐圧を超えるようにして電気的に破壊する。また、非揮発性半導体メモリで
は、高電圧を電源回路に印可して耐圧を超えるようにして電気的に破壊する。また、導体
、抵抗、ヒューズは、大電流を流して回路配線を断線させる。また、機械的な破壊手段は
、外部よりデータキャリアを打撃して破損させる。
【０２０３】
次に、上記システムで使用した無線ＩＤチップについて説明する。図２は無線ＩＤチップ
の一実施例の概観を示す。シリコン基板に形成された集積回路３０と、集積回路３０に絶
縁され形成されたオンチップアンテナ３１で構成される。外形寸法は２ｍｍ×２ｍｍ以下
で、厚さは０.５ｍｍ以下である。なお、０.３ｍｍ×０.３ｍｍ以下のものがコスト的に
好適である。オンチップアンテナ３１で電磁結合により電力と信号を受信し、集積回路３
０のメモリに記憶されているＩＤ番号をオンチップアンテナより出力するように動作する
。
【０２０４】
図３は無線ＩＤチップの他の一実施例を示す。シリコン基板に形成された集積回路３２と
、集積回路３０のアンテナ端子３３、３４と、アンテナ端子３３、３４に接続された外部
アンテナ３５で構成される。外部アンテナ３５で電磁結合により電力と信号を受信し、集
積回路３２のメモリに記憶されているＩＤ番号を外部アンテナより出力するように動作す
る。外部アンテナ３５は大きく形成できるため信号の送受信の距離を長くできる。
【０２０５】
図４は質問機の回路構成の一実施例を示す。質問機は電磁結合により無線ＩＤチップへ電
力の供給と信号の送受信を行うものである。制御部３６と、変調部３７、アンテナ３８と
、復調部３９で構成される。制御部３６から無線ＩＤチップ制御信号及び履歴データを変
調部３７へ送り、変調部３７でキャリア周波数で変調し、アンテナ３８より電磁波として
出力する。また、無線ＩＤチップからのキャリア周波数で変調されたＩＤ番号及び履歴デ
ータをアンテナ３８で受信し、復調部３９で復調し、制御部３６へ出力するように動作す
る。
【０２０６】
図５は無線ＩＤチップの回路構成の一実施例を示す。アンテナ４０と、同調コンデンサ４
１と、復調部４２と、制御部４３と、メモリ４４と、変調部４５と、電源部４６で構成さ
れる。アンテナ４０と同調コンデンサ４１で受信したキャリア周波数を受信する。キャリ
ア周波数から電源部４６でこの回路を動作させる電源を作成する。復調部４２はキャリア
周波数を復調し、無線ＩＤチップ制御信号及び履歴データを制御部４３に出力する。制御
部４３はメモリ４４に記憶されているＩＤ番号及び履歴データを読み出し変調部４５へ出
力する。また、履歴データをメモリ４４に記憶する。変調部４５はＩＤ番号及び履歴デー
タをキャリア周波数で変調し、アンテナ４０より電磁波として出力するように動作する。
【０２０７】
また、制御部４３は無線ＩＤチップ制御信号を記憶する機能と無線ＩＤチップ制御信号に
よりＩＤ番号の読み出しの停止及び複数の履歴データの中からデータを選択して出力する
機能を設ける。
【０２０８】
なお、メモリ４４は製造過程でＩＤ番号を造り込むＲＯＭタイプ、製造後ＩＤ番号を書込
むＰＲＯＭタイプ、データを記録保持する非揮発性のＲＡＭおよびそれらの組み合せ等が
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使用できる。ＲＯＭタイプはコスト的に安価なものが得られる効果がある。
【０２０９】
次にデータキャリアの他の実施例を説明する。図６は光素子を用いたデータキャリアの一
実施例を示す。複数のデータキャリアを取り付ける基体４８と、データキャリア４９と、
データキャリア４９を構成する集積回路５０と、光受信素子５１と、光送信素子５２で構
成される。光受信素子５１で送信司令信号を受信すると集積回路５０はＩＤ番号を光送信
素子５２から出力するように動作する。
【０２１０】
本発明によれば、デジタル信号を光信号に変換するだけでデータの送受信が可能でありコ
スト低減に効果がある。非接触で信号の送受信ができるため実装効率が向上する効果があ
る。
【０２１１】
図７は不揮発性メモリを用いたデータキャリアの一実施例を示す。複数のデータキャリア
を取り付ける基体５５と、不揮発性メモリ５６と信号線５７ａ、電力線５７ｂで構成され
る。信号線５７ａはデータ信号線と読取り書込みのコントロール信号線で構成される。不
揮発性メモリ５６は信号線５７ａから読み出し信号が入ると、信号線５７ａにＩＤ番号を
出力するように動作する。
【０２１２】
本発明によれば、不揮発性メモリの信号を信号線の接触部を介して受け渡すためコスト低
減に効果がある。
【０２１３】
図８は他のデータキャリアの一実施例を示す。複数のデータキャリアを取り付ける基体６
０と、図７の不揮発性メモリ５６と、導体、半導体、抵抗、コンデンサおよびヒューズな
どの６１と、信号線６３で構成される。導体、半導体、抵抗、およびヒューズは抵抗値に
より記憶と破壊を確認する。抵抗値が規定の値ならば記憶状態、抵抗値が無限大ならば破
壊状態とする。コンデンサはある時定数で電流が変化すれば記憶状態、抵抗値が零または
無限大ならば破壊状態とする。
【０２１４】
本発明によれば、不揮発性メモリの信号を信号線の接触部を介して受け渡すためコスト低
減に効果がある。また、導体、半導体、抵抗、コンデンサおよびヒューズをメモリとして
用いているのでコスト低減に効果がある。
【０２１５】
図９は他のデータキャリアの一実施例を示す。複数のデータキャリアを取り付ける基体６
５と、図１の無線ＩＤチップ５と、導体、半導体、抵抗、コンデンサおよびヒューズなど
の６１と、信号線６３で構成される。導体、半導体、抵抗、およびヒューズは抵抗値によ
り記憶と破壊を確認する。抵抗値が規定の値ならば記憶状態、抵抗値が無限大ならば破壊
状態とする。コンデンサはある時定数で電流が変化すれば記憶状態、抵抗値が零または無
限大ならば破壊状態とする。
【０２１６】
本発明によれば、導体、半導体、抵抗、コンデンサおよびヒューズをメモリとして用いて
いるのでコスト低減に効果がある
図１０は無線ＩＤチップの他の一実施例を示す。紙、プラスチックなどの樹脂、ガラスエ
ポキシなどの基体６７と、基体６７に漉き込んだり、埋め込んだ無線ＩＤチップ６８と、
基体６７の表面に作成したアンテナ６９と、アンテナ６９へ信号を供給するリード端子７
０と、基体６７とアンテナ６９をカバーする被覆体７１で構成される。無線ＩＤチップ６
８は、信号がリード端子７０から供給され、アンテナ６９により電磁結合されて動作する
ようになつている。アンテナ６９は図４のアンテナ３８に相当する。無線ＩＤチップは０
.５ｍｍ以下の薄いシリコン基板の無線ＩＤチップを使用する。
【０２１７】
本発明によれば、質問機と無線ＩＤチップが電磁的に密結合されているので、磁界の損失
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がなく効率が改善され質問機の放射電力を小さくできるため、小型で低電力に効果がある
。また、距離が一定であるので信頼性の向上に効果がある。
【０２１８】
図１１は無線ＩＤチップの他の一実施例を示す。紙、プラスチックなどの樹脂、ガラスエ
ポキシなどの基板等の基体７２と、基体７２の表面に作成したアンテナ７３と、アンテナ
７３へ信号を供給するリード端子７４と、基体７２とアンテナ７３をカバーする被覆体７
７と、アンテナ７３の表面に接着剤７５で接着された無線ＩＤチップと、無線ＩＤチップ
７６を被覆する樹脂７８で構成される。無線ＩＤチップ７８は、信号がリード端子７４か
ら供給され、アンテナ７３により電磁結合されて動作するようになつている。アンテナ７
３は図４のアンテナ３８に相当する。
【０２１９】
本発明によれば、質問機と無線ＩＤチップが電磁的に密結合されているので、磁界の損失
がなく効率が改善され質問機の放射電力を小さくできるため、小型で低電力に効果がある
。また、距離が一定であるので信頼性の向上に効果がある。また、比較的チップサイズの
大きい無線ＩＤチップを使用できる効果がある。
【０２２０】
図１２は非接触タイプのデータキャリアと質問機とのデータ受け渡し部の構成の一実施例
を示す。トナーカートリッジ８０と、トナーカートリッジ８０に取り付けられデータキャ
リアを取り付けた基体８１と、記録装置側に取り付けた挿入ガイド８２、質問機８３と、
挿入部支持体８４で構成される。基体８１は挿入ガイド８２に沿って挿入され、質問機８
３の位置にデータキャリアが位置決めされるようになっている。
【０２２１】
本発明によれば、挿入ガイドで基体が位置決めできるので、質問機間との距離を一定にで
きデータの読み書きの信頼性を向上させる効果がある。
【０２２２】
図１３は接触タイプのデータキャリアのデータ受け渡し部の構成の一実施例を示す。トナ
ーカートリッジ８０と、トナーカートリッジ８０に取り付けられデータキャリアを取り付
けた基体８５と、データキャリアの信号線、電力線と接触する記録装置側に取り付けた接
触ばね８６と、挿入部支持体８７で構成される。基体８５は接触ばね８６に沿って挿入さ
れ、データキャリアの信号線、電力線と接触ばね８６間でデータの交換が行なわれる。
【０２２３】
本発明によれば、接触ばねで基体が位置決めされ、信号線、電力線によりデータの読み書
きができる効果がある。
【０２２４】
図１４は無線ＩＤチップおよび非揮発性半導体メモリを電気的に破壊する一実施例を示す
。データキャリアを取り付けた基体９０と、無線ＩＤチップおよび非揮発性半導体メモリ
のデータキャリア９１、９４と、無線ＩＤチップのアンテナおよび非揮発性半導体メモリ
の信号線と電力線を示す９３、９７と、信号線と電力線９７の回路の途中に設けた導体、
抵抗、ヒューズなどの電子部品９６で構成される。これらのデータキャリアからデータを
読み書きできないようにするために、大電流を流して電子部品９６を断線させる。
【０２２５】
このように本発明によれば、回路が断線するため、データキャリアからデータの読み書き
ができなくなり、一度使用したことを記憶できる効果がある。
【０２２６】
図１５は無線ＩＤチップの質問機の一実施例を示す。図１５は図４の質問機と機能的に同
じである。制御部１００と、変調部１０１と、復調部１０２と、高電圧発生部１０３と、
変調部１０１、復調部１０２の低電圧側と高電圧発生部１０３の高電圧側とを分離するダ
イオード１０４と、図10、図１１のアンテナ６９、７３と接続するリード端子部１０５か
ら構成される。高電圧発生部１０３で高電圧を発生させ図10、図１１の無線ＩＤチップを
破壊する。
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【０２２７】
このように本発明によれば、無線ＩＤチップを破壊するためデータの読み書きができなく
なり、一度使用したことを記憶できる効果がある。
【０２２８】
図１６、図１７はデータキャリアを機械的に破壊するためのパンチング機構の一実施例を
説明する。図１６は、トナーカートリッジ１１０と、トナーカートリッジ１１０に取り付
けられデータキャリアを取り付けた基体１１３と、装置側支持体１１４と、支持体１１４
に取り付けた電磁ソレノイド１１１と、電磁ソレノイド１１１によって可動するパンチ棒
１１２と、電磁ソレノイド１１１の反対側に設けた図１２の質問機のアンテナ又は図１３
の質問機の接触ばね（図示せず）から構成される。図１７はデータキャリアを取り付けた
基体を示す。基体１１３と、データキャリア１１６、１１７で構成される。電磁ソレノイ
ド１１１に通電し、パンチ棒１１２により基体１１５に取り付けたデータキャリア１１７
を機械的に打ち抜き破壊する。１１８は打ち抜き穴を示す。
【０２２９】
このように本発明によれば、データキャリアをパンチング機構により打ち抜き破壊するた
めデータの読み書きができなくなり、一度使用したことを記憶できる効果がある。
【０２３０】
また、パンチング機構はデータキャリアに機械的に圧力を加えてデータキャリアを破壊す
ることもできる効果がある。
【０２３１】
本発明は、トナーカートリッジの他に、インクジェットプリンタのインクカートリッジに
も使用できる。また、交換部品として、電池に内蔵することもできる。また、カメラのフ
イルムに内蔵することもできる。
【０２３２】
【発明の効果】
本発明によれば、トナーカートリッジに固有のＩＤ番号を記憶したデータキャリアを取り
付け、一度使用したらトナーカートリッジのデータキャリアに履歴データを記憶し、また
、上記の無線ＩＤチップ６、７、８、９には一回のみ書込みが可能なＰＲＯＭとＥＰＲＯ
Ｍなどの不揮発性半導体メモリが使用できる。この場合には破壊しないで記憶したデータ
を読取り判定に使用することができる。
【０２３３】
このように、一回のみ書込みが可能なＰＲＯＭとＥＰＲＯＭでは、不正手段によるデータ
の改ざんができない効果がある。さらに、ＩＤ番号を記録装置に記憶するようにしたため
、模造トナーを詰替えたトナーカートリッジを検知でき使用できないようにする効果があ
る。また、履歴データとして、使用回数、トナーレベルを検知しデータキャリアに記憶し
ておくため、模造トナーを詰替えたトナーカートリッジを検知でき使用できないようにす
る効果がある。また、製造時にＩＤ番号をＩＤ管理センタに登録し一括管理して、ＩＣカ
ードなどの記録媒体および通信回線でＩＤ番号の照合とＩＤ番号に対応して使用した装置
のＩＤ番号を記憶して、他の装置で使用できないようにしたため、模造トナーを詰替えた
トナーカートリッジを検知し使用できないようにする効果がある。また、ＩＤ管理センタ
のＩＤ番号に対応して、使用回数、トナーレベルを記憶しておくため、模造トナーを詰替
えたトナーカートリッジを検知でき使用できないようにする効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の部品交換識別システムの一実施例のトナーカートリッジ純正部品識別
システムの構成を示す。
【図２】本発明の無線ＩＤチップの一実施例の構成を示す。
【図３】本発明の無線ＩＤチップの他の一実施例の構成を示す
【図４】本発明の無線ＩＤチップの質問機の回路構成の一実施例を示す。
【図５】本発明の無線ＩＤチップの回路構成の一実施例を示す。
【図６】本発明の光素子を用いたデータキャリアの一実施例を示す。
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【図７】本発明の不揮発性半導体メモリを用いたデータキャリアの一実施例を示す。
【図８】本発明の他のデータキャリアの一実施例を示す。
【図９】本発明の他のデータキャリアの一実施例を示す。
【図１０】本発明の無線ＩＤチップの他の一実施例の構成を示す。
【図１１】本発明の無線ＩＤチップの他の一実施例の構成を示す。
【図１２】本発明の非接触タイプのデータキャリアと質問機とのデータ受け渡し部の構成
の一実施例を示す。
【図１３】本発明の接触タイプのデータキャリアと質問機とのデータ受け渡し部の構成の
一実施例を示す。
【図１４】本発明のデータキャリアを電気的に破壊する一実施例を示す
【図１５】本発明の高電圧発生部を有する無線ＩＤチップの質問機の回路構成の一実施例
を示す。
【図１６】本発明のデータキャリアを機械的に破壊するパンチング機構の一実施例を示す
。
【図１７】本発明のデータキャリアを機械的に破壊されたＩＤ基板を示す
【符号の説明】
１…記録装置、２…感光体、３…トナーカートリッジ、４…ＩＤ基板、５、６、７、８…
無線ＩＤチップ（ＲＦＩＤ）、９…現像ロール、１０…トナー、１１、１２…トナーレベ
ルセンサ、１３…トナーレベル検知部、１４…トナーレベル（又は記録回数）記憶読出し
部、１５…ＩＤ記憶読取り部、１６…制御部、１７…ＩＤ記憶部、１８…表示部、１９…
通信回線、２０…トナーカートリッジ製造および再生部、２１…ＩＤ管理センタ、２２…
トナーカートリッジの供給と再生ルート、２３…ＩＣカード、２４…ＩＣカードの供給ル
ート

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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【図１１】
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